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問�　
水
道
事
業
の
令
和
元
年

度
決
算
は
、
昨
年
度
に
比

べ
、
営
業
利
益
が
約
１
億

５
千
万
円
、
経
常
利
益
と

当
年
度
純
利
益
が
そ
れ

ぞ
れ
約
１
億
８
千
万
円

減
少
し
て
い
る
。
今
後

の
経
営
を
問
う
。

答�　
本
市
を
含
む
多
く
の

水
道
事
業
の
料
金
制
度

は
、
一
般
家
庭
の
料
金

を
低
額
に
設
定
し
、
工

場
な
ど
の
大
口
使
用
者

か
ら
収
益
を
上
げ
て
赤

字
を
埋
め
る
仕
組
み
で

あ
る
が
、
大
口
使
用
者

が
水
道
水
か
ら
工
業
用

問�　
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待

の
実
態
と
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
を
聞
く
。

答�　
本
市
で
は
昨
年
度
、
施

設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待

は
通
報
７
件
の
う
ち
３
件
、

在
宅
は
82
件
の
う
ち
31
件

を
虐
待
と
認
定
し
た
。
内

容
は
身
体
的
虐
待
が
最
も

多
く
、
被
害
者
の
８
割
が

女
性
、
ま
た
認
知
症
の
人

が
大
半
を
占
め
て
い
た
。

　

�　
虐
待
防
止
と
し
て
、
介

護
事
業
者
に
は
研
修
の
実

施
や
体
制
整
備
な
ど
、
組

織
的
で
計
画
的
な
取
り
組

み
を
指
導
し
た
上
で
、
虐

待
や
不
適
切
な
対
応
が
あ

れ
ば
、
改
善
指
導
と
被
害

者
の
保
護
を
行
って
い
る
。

　

�　
在
宅
に
お
い
て
は
、
地

域
で
の
重
層
的
な
見
守
り

に
加
え
、
地
域
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
窓
口

相
談
や
積
極
的
な
介
入
、

夜
間
休
日
専
用
電
話
の
設

置
な
ど
、
介
護
に
疲
れ
た

養
護
者
か
ら
の
Ｓ
O
Ｓ
を

キ
ャ
ッ
チ
し
や
す
い
体
制

を
強
化
し
て
い
る
。

水
に
切
り
替
え
る
な
ど
、

こ
う
し
た
構
造
が
成
立
し

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
は
今
年
度
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、
６
カ
月
分
の
基
本
料

金
を
免
除
し
て
い
る
。

　

�　
現
在
、
経
営
改
善
策
と

し
て
職
員
数
を
削
減
し
、

浄
水
場
の
運
転
業
務
や
料

金
徴
収
業
務
な
ど
の
民
間

委
託
を
進
め
て
い
る
。
こ

う
し
た
経
営
努
力
に
よ
り
、

直
ち
に
料
金
改
定
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問�　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る

高
齢
者
の
重
症
化
リ
ス
ク

の
回
避
と
医
療
機
関
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
高
齢
者

に
対
す
る
予
防
接
種
を
無

料
化
で
き
な
い
か
。

答�　
高
齢
者
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
感
染
す
る
と
重
症

化
や
死
亡
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
予
防
接
種
法
は

65
歳
以
上
と
、
60
歳
か
ら

64
歳
で
身
体
障
害
者
手
帳

問�　
明
石
川
に
か
か
る
Ｊ
Ｒ

架
橋
の
改
修
工
事
が
今
年

９
月
か
ら
始
ま
る
。
今
後

の
予
定
や
改
修
に
よ
る
治

水
効
果
、
工
事
中
の
生
活

環
境
へ
の
配
慮
お
よ
び
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
聞

く
。

答�　
明
石
川
流
域
の
治
水
対

策
に
は
、
こ
れ
ま
で
兵
庫

県
と
本
市
や
市
民
が
一
体

と
な
り
取
り
組
ん
で
き

た
。そ
の一
環
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
架
橋
部
の
川
幅
が

河
川
計
画
よ
り
約
10
メ

ー
ト
ル
狭
く
、
流
下
の

妨
げ
に
な
っ
て
い
る
現

状
を
解
消
す
る
た
め
、

県
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
協

定
を
締
結
し
、
改
修
工

事
を
行
う
。
予
算
規
模

は
40
億
円
を
超
え
、
令

和
７
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
。
こ
の
工
事
に

よ
り
、
洪
水
の
危
険
性
が

低
下
す
る
。

　

�　
工
事
で
は
、
振
動
・
騒

音
の
少
な
い
工
法
を
採
用

す
る
と
と
も
に
、
歩
行
者

等
の
安
全
に
配
慮
す
る
た

め
、
工
事
車
両
の
通
行
時

に
は
交
通
誘
導
員
が
配
置

さ
れ
る
予
定
だ
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、水み
ず
田た

和か
ず

子こ

氏（
70

歳
・
大
久
保
町
大
窪
）
を
引

き
続
き
法
務
大
臣
に
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

同
氏
は
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
代
表
な
ど
を
歴

任
、
現
在
は
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
大
久
保
す
み
れ
会
代
表

な
ど
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
人
権
擁
護
委
員
は

13
人
で
任
期
は
３
年
で
す
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

大お
お
家や

通み
ち
孝た
か
氏
（
71
歳
・
神
戸

市
中
央
区
）
を
引
き
続
き
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
同
氏
は
不
動
産
鑑
定
士

と
し
て
、
兵
庫
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
監
事
な
ど
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
は
３
人
で
任

期
は
３
年
で
す
。

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
栗く
り
岡お
か
誠せ
い
司し

氏

（
69
歳
・
魚
住
町
長
坂
寺
）

を
引
き
続
き
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。同
氏
は

県
立
明
石
北
高
等
学
校
の
校

長
な
ど
を
歴
任
、
現
在
は
神

戸
常
盤
大
学
保
健
科
学
部
医

療
検
査
学
科
で
教
授
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
教
育
委
員
会
委
員

は
４
人
で
任
期
は
４
年
で
す
。

１
級
相
当
の
人
を
接
種
対

象
者
と
し
て
い
る
。例
年
、

本
市
で
は
対
象
者
の
約
５

割
が
接
種
を
受
け
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
や
生
活
保

護
世
帯
の
人
以
外
は
１
５

０
０
円
の
接
種
料
金
を
負

担
し
て
い
る
。

　

�　

今
冬
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
同

時
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
高
齢
者
の
命
を
守
る

た
め
、
1
人
で
も
多
く
接

種
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

費
用
の
無
料
化
を
実
施
し

た
い
。

厳しさ増す水道事業
料金改定は考えず
経営改善を進める

高
齢
者
の
重
症
化
防
ぐ

イ
ン
フ
ル
予
防
接
種

�

費
用
を
無
料
化

　
明
石
川
の
Ｊ
Ｒ
架
橋
改
修
工
事

　
　
　
川
幅
を
広
げ
安
全
性
を
向
上

　
　

�
令
和
７
年
度
の
完
成
目
指
す

高
齢
者
へ
の
虐
待

実
態
と

�

防
止
策
は

いよいよ始まる改修工事

いつまでも安心して使えるように

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

�

選
任
に
同
意

人
権
擁
護
委
員

�

推
薦
に
同
意

教
育
委
員
会
委
員

�

任
命
に
同
意

安心して暮らせる日々を取り戻す

文
教
厚
生 

常
任
委
員
長
に
聞
く

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
感
染
対
策
局
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
取
り
組
み
、
相

談
体
制
・
情
報
発
信
を
強
化
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
不
安
軽
減
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
病
院
へ
財
政
支
援
を
行

う
な
ど
、
地
域
医
療
体
制
を
確
保
し
、

検
査
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
福
祉
局
で

は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
に

対
す
る
見
守
り
や
相
談
、
訪
問
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。
こ
ど
も
局
で
は
、

子
育
て
世
帯
の
生
活
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
引
き

続
き
受
入
枠
の
拡
充
や
保
育
士
確
保
に

努
め
ま
す
。ま
た
、教
育
委
員
会
で
は
、

全
て
の
小
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
に

１
人
１
台
の
端
末
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

―
委
員
長
と
し
て
一
言

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
々
を
取
り
戻

す
た
め
、
迅
速
に
審
査
を
行
い
、
や
さ

し
い
ま
ち
明
石
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

寺
て ら

 井
い

　吉
よ し

 広
ひ ろ

【担当分野】
教育や福祉、介護保険、
子育て支援・子どもの
健全育成、保健衛生な
ど、市民の暮らしを支え
る分野を審査します。

【議会歴】
在職３期。監査委員、総
務常任委員長、新庁舎整
備検討特別委員長などを
歴任。56歳。

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
経
済
が
停
滞
し
て
い
ま
す
。
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
は
、
以
前
の
活
気
あ

る
明
石
の
姿
を
取
り
戻
す
施
策
で
す
。

３
割
お
ト
ク
商
品
券
や
事
業
者
に
対
す

る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
助
成
金
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
変
し
た
経
済
と
市
民

生
活
の
一
刻
も
早
い
回
復
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
秋
に
延
期
と
な
っ

た
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
兵
庫
大

会
は
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
ご
来
明

を
賜
り
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
か

ら
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

―
委
員
長
と
し
て
一
言

　
当
委
員
会
は
、
所
管
す
る
部
署
が
多

く
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
持
ち
、
ス
ム
ー
ズ

な
委
員
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

榎
え の

 本
も と

　和
か ず

 夫
お

【担当分野】
コミュニティや文化・
スポーツ、環境、産業
振興など、市民の生活
に身近な分野を審査し
ます。

【議会歴】
在職３期。副議長、監査
委員、建設企業常任委員
長などを歴任。64歳。

経済の早期回復を目指す

生
活
文
化 

常
任
委
員
長
に
聞
く


